	2008.7.7の映像メディア論へのご質問におこたえして


1.映画『ガンホー』の中で、日本人俳優がしゃべっている台詞を、日本人の声でアフレコしていました。なぜどのような手間をかけているのでしょう？本来の表現から離れていくのではないですか？ 

たくさんあります。最近の有名な例では、イー・モバイルのCMが放映中止になりました（2008年７月）。もともとイー・モバイルのテレビCMには、「はやはやくん」という名前の‘猿’が起用されてきましたが、最近、米大統領選挙をもじって、壇上の「はやはやくん」がイー・モバイルへの「CHANGE」を呼びかけるというＣＭが流れました。ご承知のとおり、「CHANGE」は、米民主党の大統領予備選挙でのオバマ氏のキーワードで、要するに、米大統領候補がこのＣＭでは猿に見立てられている、さらにいえば黒人は猿だとする人種差別感がこめられているというクレームが、日本に滞在しているアメリカ人から寄せられたことから放映中止という事態を招きました。去年の例（2007年5月）では、警備会社セコムの「ココセコム」のCMが放映中止になったことがあります。このＣＭは道を歩く人や電柱で作業をする人が、ハイエナやハゲタカの姿に豹変して、児童たちを襲おうとするという映像で、「野獣はふだん、ヒトの顔をしている」というキャッチコピーが流れたのですが、これが「工事にかかわる職業への偏見だ」というクレームが寄せられ、オンエア中止に至りました。このようにＣＭが、特定の人種や性別や職業、国籍や民族や地域などへの配慮を欠いているとか、言葉遣いが下品だとか、食べ物を粗末に扱っている等々、さまざまなクルームがついて（商品の性能を過剰に強調しているとか、あり得ない効能を訴えている）放映中止となる例は、昔から枚挙にいとまがありません。
